
 

 

 

 

 

 
オリンピック・パラリンピックのある夏休み 

校長 田中伊礎子 

今年の夏はパリでオリンピック・パラリンピックが行われます。前回は 2021年に東京で開催されたの

で 3年しか経っていませんが,前回の東京はコロナの影響で開催が 1年延期された特別な大会でした。

開催はされたものの,まだまだコロナの影響が大きい時期での開催は通常時以上に大変なことだっただろ

うなあと思うことです。 

東京大会ではどんな競技が印象に残っていますか?霧島市出身の柔道・浜田尚里さんも見事,金メダ

ルを獲得しましたね。それを記念して国分駅前の郵便ポストが金色になりました。私は柔道以外では,卓

球,体操や新種目となったサーフィン,若い世代の活躍が目立ったスケートボード等を注目して見ていまし

た。かねてテレビで放送される競技は限られていますが,オリンピックではたくさんの競技が放送されるの

で皆さんが何かの競技に興味をもつきっかけになるかもしれません。新聞報道も注目してみていきたいで

す。さて,今年はどんな競技でどんな選手の活躍が見られるでしょうか,楽しみです。 

開会式が 7月 26日(金)(日本時間 27日深夜)スタジアムではなくセーヌ川で

行われることも注目ポイントです。各国選手団はボートに乗ってセーヌ川を東から西

へと進み 10,500人のアスリートがパリの中心を横断することになるそうです。河岸

の上流側では観客は無料でパレードを見ることができるというのも今までにない試

みです。 

いろいろな問題も指摘されていますが,パリの開会式,これまでの在り方にとらわれない画期的なアイデ

アだなあと感心させられます。固定観念にとらわれないというのは,特に成熟した今の社会では問題を解

決するのにとても大切なことです。学校ももっと変わってもよいかもしれません。NHKで放送中の朝ドラ

「虎に翼」の主人公である猪爪寅子さんは「はて?」という言葉をよく口にします。中学生の皆さんの「は

て?」と疑問に思うことが,実は問題解決やよりよい社会づくりの糸口になるかもしれないのです。疑問に思

ったら,周りの人にも考えを聞いてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        牧之原中学校 学校だより 

令和 6 年７月号          
【牧中ブログ】 

夏になると,全国各地で水難事故の報道がなされます。 

先日は鹿児島市の中学 3 年生が遊びに行った公園内の川で泳いでいて,亡

くなるという痛ましい事故が起きています。 

川や海、水辺で遊ぶことは暑い夏にはとても気持ちがよいものですし,自然体験はぜひたくさんしてほしいと思

います。しかし「水の力は怖い」ということだけは肝に銘じて遊んでください。流れの早いところ、深さの深いところ

では遊ばない。遊泳禁止になっている場所では泳がない。一見、穏やかに見える海岸でも遊泳禁止になっている

のには意味があります。命はひとつです。いくら大金があっても命は買えません。亡くなった人とは二度と会うこと

はできません。悲しい夏が来ないように、くれぐれも水の事故には気をつけてくださいね。 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ６月２７・28日に，上級学校説明会（公立私立合

わせて 11 校）がありました。3 年生生徒・保護者

が参加し，真剣に各上級学校の説明を聞いて，今

後の進路決定に役立てて欲しいです。 

「緊張して，とても疲れました。いろいろな高校の話

を聞くのは楽しかったです」（３年 武元蘭乃さん） 

「いろんな高校が来てくださり，話を聞いて，どこ 

に体験入学に行くか，少 

しだけ決まりました。」 

 ( ３年 上別府 陸さん ） 

 

 

 

  ７月 9日伝統のふるさと貢献学習が行われました。 

事前に公民館長と生徒と打合せを行い，6地区それ 

ぞれで，清掃活動（障子の張り替え，遊具の清掃，公 

園の草刈り，農園の収穫等）や高齢者への手紙，グ 

ランドゴルフ交流等が行われました。公民館長始め 

関係者の皆様，御協力ありがとうございました。 

「地域の方々におもしろい遊びを教えてもらい，とて 

も楽しかったです」     （ 1年 朴木 楓さん ） 

「公民館の遊具をきれいにでき，交流等もとても楽し 

かった。 」           （ 1年 板元悠誠さん ） 

～ ふるさとを愛する心 （貢献学習）～ 

 

7月 4日，ＳＣの永田先生をお招きして「思春期

の子どもの接し方」について講演を行いました。子

どもと向き合い見守る大切さや，保護者が自分を愛

することの大切さを学びました。「育ててくれた保護

者から言われて，うれしかっ 

たこと？」を問われ，皆さん， 

昔の思い出を語って，盛り上 

がりました。 

認め合い 学び合い 未来に向かって 力強く 駆け上がる牧中生 

進路決定はもう間近・・・ 

 

 
 
○ ８月 １日（木） 出校日 平和集会  
                小中連携研修会 
○ ８月１０日（土） ふくふくランド夏祭り 
○ ８月１１日（日） 第４５回九州中学生弓道大会 
○ ８月１２～１５日 学校閉庁日 
○ ８月２１日（水） 出校日 命の教育の日 
○ ８月２５日（日） 第 2回ＰＴＡ美化作業 
○ ９月 ２日（月） 始業式 身体計測 
○ ９月 ２～３日   3年生第 2回実力テスト 
○ ９月 ９～１５日  いじめ問題を考える週間 
○ ９月１２日（木） 体育大会予行  
○ ９月１４日（土） 体育大会準備 
○ ９月１５日（日） 第６４回体育大会 
○ ９月１８日（水） 命の教育の日 
○ ９月２０日（金） 振替休日 
○ ９月２６～２７日 中間テスト 
○ ９月３０日（月） ステップアップ研修研究授業              

８・９月の主な行事予定（変更もあります） 

 

  

 

６月２４日，日本赤十字社の富満さんをお招きし，2

年生で「心肺蘇生法」を学びました。緊急事態に遭

遇したときの対処方法を体験しました。 

｢心臓ﾏｯｻｰｼﾞは思っていたよ 

                疲れました。いざというときに

使えるようにしたいと思いま

す」 （２年 谷村初美さん ） 

 

たよりも 

 

        

 

 

 

7月１日，加治木税務署の庄司さんをお招きし，「3

年租税教室」が行われました。税金の使い道，大切さ 

について詳しく学びました。 「税の話が，とてもわかり

やすかった。税の使い道につ 

いて話し合いおもしろかった 

です。１億円は重かったです」 

（ 3年 西山 大我さん ） 
    右図○が 1億円のレプリカ 

のレプリカ  

～ 思春期の子どもへの接し方 ～ 

 

～ 税金の使い道  ～ 

～ いざというときのために ～ 


